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翻
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章
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志
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文
教
大
学
目
録
学
研
究
会
訳
注

（
向
嶋
成
美
・
樋
口
泰
裕
・
渡
邉　

大
・
荒
川　

悠
・

  

宇
賀
神
秀
一
・
王　

連
旺
・
小
田
健
太
・
角　

祥
衣
）

　

本
稿
は
、
章
学
誠
『
校
讎
通
義
』
の
訳
注
で
あ
る
。
今
号
で
は
、
巻
三
の
「
漢
志
諸
子
第
十
四
」
全
三
十
三
条
の
う
ち
、
第
二
十
四
条

か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
を
訳
出
す
る
。
樋
口
が
担
当
し
た
。
前
号
に
引
き
続
き
、
底
本
に
は
、
葉
瑛
『
文
史
通
義
校
注
』（
中
華
書
局
、
一

九
八
五
年
）
を
用
い
、
あ
わ
せ
て
、
嘉
業
堂
本
、
劉
公
純
標
点
の
『
文
史
通
義
』（
古
籍
出
版
社
、
一
九
五
六
年
、
中
華
書
局
新
一
版
、
一

九
六
一
年
）、
葉
長
清
『
文
史
通
義
注
』（
無
錫
国
学
専
修
学
校
叢
書
、
一
九
三
五
年
）、
王
重
民
『
校
讎
通
義
通
解
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
七
年
、
傅
傑
導
読
、
田
映
㬢
注
本
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
劉
兆
祐
『
校
讎
通
義
今
註
今
訳
』（
台
湾
学
生
書
局
、
二

〇
一
二
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
校
讎
通
義　

章
学
誠　

漢
書
藝
文
志　

諸
子
略　

諸
子
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【
原
文
】

縱
橫
者
、
詞
說
之
總
名
也
［
注
一
］。
蘇
秦
合
六
國
爲
縱
、
張
儀

爲
秦
散
六
國
爲
橫
、
同
術
而
異
用
、
所
以
爲
戰
國
事
也
。
旣
無

戰
國
、
則
無
縱
橫
矣
［
注
二
］。
而
其
學
具
存
、
則
以
兵
法
權
謀
所

參
互
、
而
抵
掌
談
說
所
取
資
也
［
注
三
］。
是
以
蘇
、
張
諸
家
、
可

互
見
於
兵
書
『
七
略
』
以
蘇
秦
、
蒯
通
入
兵
書
［
注
四
］、
而
鄒
陽
、
嚴
、

徐
諸
家
［
注
五
］、
又
爲
後
世
詞
命
之
祖
也
［
注
六
］。

右
十
四
之
二
十
四

【
訓
読
文
】

縦
横
は
、
詞
説
の
総
名
な
り
。
蘇
秦 
六
国
を
合
し
て
縦
を

為
し
、
張
儀 

秦
が
為
に
六
国
を
散
じ
て
横
を
為
し
、
術
を
同

じ
く
し
て
用
を
異
に
す
る
は
、
戦
国
の
事
を
為
す
所
以
な
り
。

既
に
戦
国
無
け
れ
ば
、
則
ち
縦
横
も
無
き
な
り
。
而
る
に
其
の

学
具
さ
に
存
す
る
は
、
則
ち
兵
法
権
謀
を
以
て
参
互
す
る
所
、

扺
掌
談
説
の
資
を
取
る
所
な
れ
ば
な
り
。
是
を
以
て
蘇
、
張
の

諸
家
、
兵
書
に
互
見
す
可
く
『
七
略
』 

蘇
秦
、
蒯
通
を
以
て
兵
書
に
入

る
、
鄒
陽
、
厳
、
徐
の
諸
家
も
、
又
た
後
世
の
詞
命
の
祖
と
為

る
な
り
。

右
十
四
の
二
十
四

【
現
代
語
訳
】

縦
横
は
、
弁
説
の
総
称
で
あ
る
。
蘇
秦
が
六
国
を
連
合
さ
せ

て
合
従
の
計
を
行
い
、
張
儀
が
秦
の
た
め
に
六
国
の
連
合
を
解

い
て
連
衡
の
計
を
行
い
、
術
が
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
用
が
異
な

る
の
は
、
戦
国
の
世
の
事
に
あ
た
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
戦
国
の

世
で
な
く
な
れ
ば
、
縦
横
家
も
な
く
な
る
。
そ
れ
で
も
そ
の
学

術
が
伝
わ
り
備
わ
っ
て
い
る
の
は
、
兵
法
や
権
謀
の
参
照
す
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
弁
論
、
談
説
の
資
料
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
蘇
秦
や
張
儀
の
諸
家
は
、
兵
書
略
に
互
見

す
べ
き
で
あ
り
『
七
略
』
で
は
「
蘇
秦
」、「
蒯
通
」
を
兵
書
略
に
入
れ
て

い
た
、
ま
た
、
鄒
陽
、
厳
安
、
徐
楽
の
諸
家
は
、
後
世
に
お
い

て
外
交
上
の
言
説
の
祖
と
な
る
の
で
あ
る
。

右
十
四
の
二
十
四

【
訳
注
】

一　

従
横
家
に
は
十
二
家
百
七
篇
が
著
録
さ
れ
、
序
に
「
從
橫
家
者
流
、

蓋
出
於
行
人
之
官
。
孔
子
曰
、『
誦
詩
三
百
、
使
於
四
方
、
不
能
專

對
、
雖
多
亦
奚
以
爲
。』
又
曰
、『
使
乎
、
使
乎
。』
言
其
當
權
事
制

宜
、
受
命
而
不
受
辭
、
此
其
所
長
也
。
及
邪
人
爲
之
、
則
上
詐
諼
而

棄
其
信
。」
と
述
べ
ら
れ
る
。
詞
説
は
、
遊
説
、
弁
論
の
言
説
を
指
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す
。『
旧
唐
書
』
田
弘
正
伝
に
、「
裴
度
明
理
體
、
詞
說
雄
辯
、
弘
正

聽
其
言
、
終
夕
不
倦
。」
と
見
え
る
。
ま
た
、
章
学
誠
の
理
解
に
お

い
て
、
縦
横
家
の
弄
す
る
文
辞
が
、
意
を
達
す
る
べ
く
、
詩
三
百
篇

に
由
来
す
る
文
飾
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、『
文
史
通
義
』

詩
教
篇
な
ど
か
ら
窺
え
る
。
注
二
を
参
照
。

二　
『
文
史
通
義
』
詩
教
上
に
「
戰
國
者
、
縱
橫
之
世
也
。
縱
橫
之
學
、

本
於
古
者
行
人
之
官
。
觀
春
秋
之
辭
命
、
列
國
大
夫
、
聘
問
諸
侯
、

出
使
專
對
、
蓋
欲
文
其
言
以
達
旨
而
已
。
至
戰
國
而
抵
掌
揣
摩
、
騰

說
以
取
富
貴
、
其
辭
敷
張
而
揚
厲
、
變
其
本
而
加
恢
奇
焉
、
不
可
謂

非
行
人
辭
命
之
極
也
。
孔
子
曰
、『
誦
詩
三
百
、
授
之
以
政
、
不
達
、

使
於
四
方
、
不
能
專
對
、
雖
多
奚
爲
。』
是
則
比
興
之
旨
、
諷
諭
之

義
、
固
行
人
之
所
肄
也
。
縱
橫
者
流
、
推
而
衍
之
、
是
以
能
委
折
而

入
情
、
微
婉
而
善
諷
也
。
九
流
之
學
、
承
官
曲
於
六
典
、
雖
或
原
於

書
、
易
、
春
秋
、
其
質
多
本
於
禮
敎
、
爲
其
體
之
有
所
該
也
。
及
其

出
而
用
世
、
必
兼
縱
橫
、
所
以
文
其
質
也
。
古
之
文
質
合
於
一
、
至

戰
國
而
各
具
之
質
、
當
其
用
也
、
必
兼
縱
橫
之
辭
以
文
之
、
週
衰
文

弊
之
效
也
。
故
曰
、
戰
國
者
、
縱
橫
之
世
也
。」
と
述
べ
る
。

三　

抵
掌
は
た
な
ご
こ
ろ
を
う
つ
こ
と
。
遊
説
家
に
よ
る
談
話
の
際
の

動
作
を
表
す
。『
戦
国
策
』
秦
策
一
に
「
（
蘇
秦
）
見
說
趙
王
於
華
屋

之
下
、
抵
掌
而
談
。」
と
見
え
、
ま
た
、『
史
記
』
滑
稽
列
伝
に
「
（
優

孟
）
卽
爲
孫
叔
敖
衣
冠
、
抵
掌
談
語
。」
と
あ
り
、
裴
駰
集
解
に
引

く
張
載
の
言
に
「
談
說
之
容
則
也
。」
と
あ
る
。

四　

兵
書
略
兵
權
謀
家
の
班
固
自
注
に
、「
省
伊
尹
、
太
公
、
管
子
、

孫
卿
子
、
鶡
冠
子
、
蘇
子
、
蒯
通
、
陸
賈
、
淮
南
王
二
百
五
十
九
種
、

出
司
馬
法
入
禮
也
。」
と
見
え
る
。「
蘇
子
」
は
、
諸
子
略
従
横
家
類

に
「
蘇
子
三
十
一
篇
」
と
し
て
著
録
さ
れ
、
班
固
自
注
に
「
名
秦
、

有
列
傳
。」
と
あ
り
、「
蒯
通
」
は
、
同
じ
く
「
蒯
子
五
篇
」
と
し
て

著
録
さ
れ
、
自
注
に
「
名
通
」
と
あ
る
。

五　

従
横
家
類
に
「
鄒
陽
七
篇
」
「
莊
安
一
篇
」
「
徐
樂
一
篇
」
が
そ
れ

ぞ
れ
著
録
さ
れ
る
。『
文
史
通
義
』
書
教
篇
中
に
「
乃
若
揚
、
馬
之

辭
賦
、
原
非
政
言
、
嚴
、
徐
之
上
書
、
亦
同
獻
頌
、
鄒
陽
、
枚
乘
之

縱
橫
、
杜
欽
、
谷
永
之
附
會
、
本
無
關
於
典
要
。」
と
あ
る
。

六　

詞
命
は
、
特
に
外
交
上
の
公
的
に
交
わ
さ
れ
る
言
説
。『
史
通
』

言
語
篇
に
「
大
夫
、
行
人
、
尤
重
詞
命
、
語
微
婉
而
多
切
、
言
流
靡

而
不
淫
。」
と
見
え
る
。

【
原
文
】

蒯
通
之
書
、
自
號
「
雋
永
」
、
今

錄
止
稱
「
蒯
子
」
［
注
一
］、

且
傳
云
「
自
序
其
說
八
十
一
首
」
［
注
二
］、

而
著
錄
僅
稱
五
篇
、

不
爲
注
語
以
別
白
之
、
則
劉
班
之
疎
也
。
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右
十
四
之
二
十
五

【
訓
読
文
】

蒯
通
の
書
、
自
ら
「
雋
永
」
と
号
す
る
に
、
今
著
録
し
て
止

だ
「
蒯
子
」
と
称
し
、
且
つ
伝
に
「
自
ら
其
の
説
八
十
一
首
を

序
す
」
と
云
い
、
而
る
に
著
録
し
て
僅
か
に
五
篇
と
称
す
る
の

み
に
し
て
、
注
語
を
為
し
て
以
て
別
に
之
を
白
せ
ざ
る
は
、
則

ち
劉
班
の
疎
な
り
。

右
十
四
の
二
十
五

【
現
代
語
訳
】

蒯
通
の
書
は
、
自
ら
「
雋
永
」
と
号
し
た
が
、
今
諸
子
略
で

は
縦
横
家
類
に
著
録
し
て
た
だ
「
蒯
子
」
と
だ
け
称
し
、
ま
た

『
漢
書
』
蒯
通
伝
に
は
「
自
ら
そ
の
説
八
十
一
首
を
述
べ
た
」

と
あ
る
の
に
、
藝
文
志
に
は
著
録
し
て
た
だ
五
篇
と
述
べ
る
ば

か
り
で
、
注
文
を
附
し
て
別
に
述
べ
て
い
な
い
の
は
、
劉
氏
と

班
氏
の
疎
漏
で
あ
る
。

右
十
四
の
二
十
五

【
訳
注
】

一　

本
節
二
十
四
条
注
四
を
参
照
。

二　
『
漢
書
』
蒯
通
伝
に
「
通
論
戰
國
時
說
士
權
變
、
亦
自
序
其
說
、

凡
八
十
一
首
、
號
曰
雋
永
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
史
記
』
田
儋
列
伝

に
、
太
史
公
曰
と
し
て
、「
蒯
通
者
、
善
爲
長
短
說
、
論
戦
国
之
權

變
、
爲
八
十
一
首
。」
と
あ
る
。

【
原
文
】

積
句
成
章
、
積
章
成
篇
［
注
一
］、
擬
之
於
樂
、
則
篇
爲
大
成
、

而
章
爲
一
闋
也
［
注
二
］。「

漢
志
」
計
書
、
多
以
篇
名
、
閒
有
計

及
章
數
者
、
小
學
敍
例
之
稱
「
倉
頡
」
諸
書
也
［
注
三
］。
至
於
敍

次
目
錄
、
而
以
章
計
者
、
惟
儒
家
「
公
孫
固
一
篇
」
、
注
「
十

八
章
」
、「
羊
子
四
篇
」
、
注
「
百
章
」
而
已
［
注
四
］
。
其
如
何
詳
略
、

恐
劉
班
當
日
、
亦
未
有
深
意
也
。
至
於
以
首
計
者
、
獨
見
蒯
通

之
傳
、
不
知
首
之
爲
章
計
與
、
爲
篇
計
與
。
志
存
「
五
篇
」
之

數
、
而
不
詳
其
所
由
、
此
傳
志
之
所
以
當
互
考
也
。

右
十
四
之
二
十
六

【
訓
読
文
】

句
を
積
み
て
章
を
成
し
、
章
を
積
み
て
篇
を
成
す
、
之
を
楽
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に
擬
す
れ
ば
、
則
ち
篇
を
大
成
と
為
し
、
章
を
一
闋
と
為
す
な

り
。「
漢
志
」 

書
を
計
る
に
、
多
く
篇
名
を
以
て
し
、
間
ゝ
計

え
て
章
数
に
及
ぶ
者
有
り
、
小
学
の
叙
例
の
「
倉
頡
」
諸
書
を

称
す
る
な
り
。
目
録
を
叙
次
し
て
、
章
を
以
て
計
う
る
者
に
至

り
て
は
、
惟
だ
儒
家
の
「
公
孫
固
」
一
篇
に
、「
十
八
章
」
と

注
し
、「
羊
子
」
四
篇
に
、「
百
章
」
と
注
す
る
の
み
。
其
の
詳

略
を
如
何
に
か
す
る
か
、
恐
ら
く
劉
班
の
当
日
、
亦
た
未
だ
深

意
有
ら
ざ
る
な
り
。
首
を
以
て
計
る
者
に
至
り
て
は
、
独
だ
蒯

通
の
伝
の
み
に
見
え
、
首
の
章
の
為
に
計
る
か
、
篇
の
為
に
計

る
か
を
知
ら
ず
。
志
に
存
せ
し
「
五
篇
」
の
数
、
其
の
由
る
所

を
詳
ら
か
に
せ
ず
、
此
れ
伝
志
の
当
に
互
い
に
考
う
る
べ
き
所

以
な
り
。

右
十
四
の
二
十
六

【
現
代
語
訳
】

句
を
積
み
重
ね
て
章
が
出
来
上
が
り
、
章
を
積
み
重
ね
て
篇

が
出
来
上
が
る
も
の
で
、
こ
の
こ
と
を
音
楽
に
比
擬
す
れ
ば
、

篇
は
大
成
で
あ
り
、
章
は
一
闋
で
あ
る
。「
漢
志
」
は
書
籍
を

数
え
る
の
に
、
多
く
篇
の
称
を
用
い
、
ま
た
し
ば
し
ば
章
の
数

に
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
、
小
学
の
叙
例
は
「
倉
頡
」
諸
書
を
そ
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
目
録
を
列
べ
て
、
章
に
よ
っ
て
数
え
て

い
る
も
の
で
は
、
た
だ
儒
家
の
「
公
孫
固
」
一
篇
に
、「
十
八

章
」
と
注
し
、「
羊
子
」
四
篇
に
、「
百
章
」
と
注
す
る
の
が
あ

る
ば
か
り
で
あ
る
。
書
籍
の
詳
略
を
ど
の
様
に
示
す
か
、
恐
ら

く
劉
氏
班
氏
の
当
時
に
あ
っ
て
、
ま
だ
深
い
考
え
は
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。
首
を
用
い
て
数
え
る
も
の
で
は
、
た
だ
蒯
通
伝
だ

け
に
見
ら
れ
、
首
が
章
に
よ
っ
て
数
え
た
も
の
で
あ
る
の
か
、

篇
に
よ
っ
て
数
え
た
も
の
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。「
漢
志
」

に
伝
わ
る
「
五
篇
」
と
い
う
数
が
、
何
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

の
か
は
詳
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
列
伝
と
芸
文
志
そ
れ
ぞ
れ
参

照
す
べ
き
わ
け
で
あ
る
。

右
十
四
の
二
十
六

【
訳
注
】

一　
『
文
心
雕
龍
』
章
句
篇
に
「
夫
人
之
立
言
、
因
字
而
生
句
、
積
句

而
成
章
、
積
章
而
成
篇
。」
と
見
え
る
。
ま
た
、
劉
大
櫆
『
論
文
偶

記
』
に
「
積
字
成
句
、
積
句
成
章
、
積
章
成
篇
、
合
而
讀
之
、
音
節

見
矣
、
歌
而
詠
之
、
神
氣
出
矣
。」
と
あ
る
。

二　

大
成
は
、
楽
曲
を
数
え
る
単
位
。『
孟
子
』
万
章
章
句
下
に
、「
孔

子
之
謂
集
大
成
、
集
大
成
也
者
、
金
聲
而
玉
振
之
也
。」
と
見
え
、
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朱
熹
集
注
に
、「
集
衆
音
之
小
成
而
爲
一
大
成
也
、
成
者
、
樂
之
一

終
、
書
所
謂
『
簫
韶
九
成
』、
是
也
。」
と
言
う
。
闋
は
、
音
楽
の
一

曲
が
終
わ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
曲
。『
呂
氏
春
秋
』
古
楽
篇
に
、

「
昔
葛
天
氏
之
樂
、
三
人
操
牛
尾
投
足
以
歌
八
闋
。」
と
見
え
る
。

三　
「
漢
志
」
六
藝
略
小
学
類
の
序
文
に
、「
『
史
籀
篇
』
者
、
週
時
史

官
敎
學
童
書
也
、
與
孔
氏
壁
中
古
文
異
體
。『
蒼
頡
』
七
章
者
、
秦

丞
相
李
斯
所
作
也
。『
爰
歷
』
六
章
者
、
車
府
令
趙
高
所
作
也
。『
博

學
』
七
章
者
、
太
史
令
胡
母
敬
所
作
也
、
文
字
多
取
『
史
籀
』
篇
、

而
篆
體
復
頗
異
、
所
謂
秦
篆
者
也
。」
と
見
え
、
ま
た
、「
漢
興
、
閭

里
書
師
合
蒼
頡
、
爰
歷
、
博
學
三
篇
、
斷
六
十
字
以
爲
一
章
、
凡
五

十
五
章
、
幷
爲
蒼
頡
篇
。」
と
見
え
る
。

四　

諸
子
略
儒
家
類
に
「
公
孫
固
一
篇
」
を
著
録
し
、
班
固
自
注
に

「
十
八
章
。
齊
閔
王
失
國
、
問
之
、
固
因
爲
陳
古
今
成
敗
也
。」
と
あ

り
、
ま
た
、「
羊
子
四
篇
」
を
著
録
し
、
班
固
自
注
に
「
百
章
。
故

秦
博
士
。」
と
あ
る
。

【
原
文
】

雜
家
「
子
晚
子
三
十
五
篇
」
、
注
云
、「
好
議
兵
、
似
『
司
馬

法
』。」
［
注
一
］

何
以
不
入
兵
家
耶
［
注
二
］。「

尉
繚
」
之
當
入
兵
家

［
注
三
］、

已
爲
鄭
樵
糾
正
、
不
復
置
論
［
注
四
］。

右
十
四
之
二
十
七

【
訓
読
文
】

雑
家
「
子
晚
子
三
十
五
篇
」、
注
に
云
う
、「
好
ん
で
兵
を
議

し
、『
司
馬
法
』
に
似
る
」
と
。
何
を
以
て
兵
家
に
入
れ
ざ
る

や
。「
尉
繚
」
の
当
に
兵
家
に
入
る
る
べ
き
は
、
已
に
鄭
樵
に

糾
正
せ
ら
る
れ
ば
、
復
た
論
を
置
か
ず
。

右
十
四
の
二
十
七

【
現
代
語
訳
】

雑
家
に
著
録
さ
れ
る
「
子
晚
子
三
十
五
篇
」
は
、
班
固
自
注

に
、「
よ
く
兵
事
に
つ
い
て
議
論
し
、『
司
馬
法
』
に
似
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
ど
う
し
て
兵
家
に
入
れ

て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
同
じ
く
雑
家
に
著
録
さ
れ
る
「
尉
繚

子
」
が
兵
家
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
鄭
樵
に
よ
っ
て
批
判
、
訂
正
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は

論
じ
る
こ
と
と
し
な
い
。

右
十
四
の
二
十
七

【
訳
注
】
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一　

雑
家
類
は
二
十
家
四
百
三
篇
を
著
録
し
、
序
に
、「
雜
家
者
流
、

蓋
出
於
議
官
。
兼
儒
墨
、
合
名
法
、
知
國
體
之
有
此
、
見
王
治
之
無

不
貫
、
此
其
所
長
也
。
及
盪
者
爲
之
、
則
漫
羨
而
無
所
歸
心
。」
と

あ
る
。「
子
晩
子
」
は
、
諸
子
略
雑
家
類
に
「
子
晩
子
三
十
五
篇
」

と
し
て
著
録
さ
れ
、
班
固
自
注
に
「
齊
人
、
好
議
兵
、
與
司
馬
法
相

似
。」
と
あ
る
。「
司
馬
法
」
は
、
六
藝
略
礼
類
に
「
軍
禮
司
馬
法
百

五
十
五
篇
」
と
し
て
著
録
さ
れ
る
。
章
学
誠
は
、
鄭
樵
誤
校
漢
志
三

節
に
お
い
て
、
鄭
樵
が
「
漢
志
」
に
お
い
て
兵
書
で
あ
る
は
ず
の

「
軍
礼
司
馬
法
」
を
六
藝
略
礼
類
に
著
録
す
る
の
を
誤
り
と
し
て
い

る
こ
と
を
批
判
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
王
重
民
氏
は
、
本
節
の
「
子

晩
子
三
十
五
篇
」
を
兵
家
に
収
め
る
べ
き
と
い
う
主
張
を
矛
盾
し
て

い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。（『
校
讎
通
義
通
解
』）

二　

姚
振
宗
『
漢
書
藝
文
志
条
理
』
は
、「
按
不
入
兵
家
、
亦
必
有
故
、

未
可
執
注
文
一
語
而
槪
其
全
書
也
。」
と
述
べ
て
い
る
。

三　

諸
子
略
雑
家
類
に
「
尉
繚
二
十
九
篇
」
と
し
て
著
録
さ
れ
、
班
固

自
注
に
「
六
國
時
」
と
あ
る
。
な
お
、
顔
師
古
注
所
引
『
別
録
』
に

「
繚
爲
商
君
學
。」
と
あ
れ
ば
、
法
家
に
も
連
な
る
こ
と
に
な
る
。

四　

鄭
樵
『
通
志
』
校
讎
略
「
見
名
不
見
書
論
」
に
「
編
書
之
家
、
多

是
苟
且
、
有
見
名
不
見
書
者
。
有
看
前
不
看
後
者
、
尉
繚
子
、
兵
書

也
、
班
固
以
爲
諸
子
類
、
寘
於
雜
家
、
此
之
謂
見
名
不
見
書
。
隋
唐

因
之
、
至
崇
文
目
始
入
兵
書
類
。」
と
あ
る
。
な
お
、
章
学
誠
は

「
焦
竑
誤
校
漢
志
第
十
二
」
十
三
節
に
お
い
て
、
雑
家
類
に
著
録
さ

れ
る
「
二
十
九
篇
」
と
は
別
に
兵
書
略
形
勢
家
に
「
尉
繚
三
十
一

篇
」
が
著
録
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
両
者
は
一
書
で
は
な
い
可
能

性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
当
該
節
訳
注
三
な
ど
を
参
照
。

【
原
文
】

「
尸
子
二
十
篇
」
［
注
一
］、
書
旣
不
傳
、
旣
云
「
商
鞅
師
之
」
［
注

二
］、
恐
亦
法
家
之
言
矣
。
如
云
『
尸
子
』
非
爲
法
者
、
則
商
鞅

師
其
何
術
、
亦
當
辨
而

之
、
今
不
置
一
說
、
部
次
雜
家
、
恐

有
誤
也
。［
注
三
］

右
十
四
之
二
十
八

【
訓
読
文
】

「
尸
子
二
十
篇
」、
書
既
に
伝
わ
ら
ず
、
既
に
「
商
鞅 

之
を

師
と
す
」
と
云
え
ば
、
恐
ら
く
亦
た
法
家
の
言
な
り
。
如
し

『
尸
子
』 

法
を
為
す
者
に
非
ず
と
云
わ
ば
、
則
ち
商
鞅 

其
の
何

れ
の
術
を
か
師
と
す
、
亦
た
当
に
辨
じ
て
之
を
著
す
べ
き
も
、

今
一
説
も
置
か
ず
し
て
、
雑
家
に
部
次
す
る
は
、
恐
ら
く
誤
り

有
る
な
り
。
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右
十
四
の
二
十
八

【
現
代
語
訳
】

「
尸
子
二
十
篇
」
は
、
書
物
が
伝
わ
ら
ず
、
ま
た
、
班
固
自

注
に
「
商
鞅
が
師
と
し
た
」
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
恐
ら
く
は

法
家
の
言
説
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
も
し
、『
尸
子
』
が
法
家

の
学
を
説
い
て
い
る
の
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
商
鞅

が
ど
の
よ
う
な
学
術
を
師
と
し
た
の
か
、
当
然
明
ら
か
に
し
て

述
べ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
い
ま
一
つ
の
説
も
置
か
ず
、

雑
家
に
分
類
し
て
列
べ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
間
違
い
が
あ
る

の
で
あ
ろ
う
。

右
十
四
の
二
十
八

【
訳
注
】

一　

諸
子
略
雑
家
類
に
「
尸
子
二
十
篇
」
と
し
て
著
録
さ
れ
、
班
固
自

注
に
「
名
佼
、
魯
人
、
秦
相
商
君
師
之
、
鞅
死
、
佼
逃
入
蜀
。」
と

あ
る
。『
文
心
雕
龍
』
諸
子
篇
に
「
尸
佼
兼
總
於
雜
述
」
と
述
べ
る
。

「
旧
唐
志
」「
新
唐
志
」
な
ど
に
は
二
十
巻
本
が
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、

宋
代
に
な
っ
て
散
佚
し
た
。
汪
継
培
な
ど
に
よ
る
輯
本
が
あ
る
。

二　

商
鞅
の
著
述
は
「
商
君
二
十
九
篇
」
と
し
て
法
家
類
に
著
録
さ
れ

て
い
る
。

三　
『
校
讎
通
義
通
解
』
所
引
王
棻
『
校
讎
通
義
節
駁
』
に
、「
蓋
尸
子

之
術
如
『
呂
氏
春
秋
』
之
類
、
儒
、
墨
、
名
、
法
無
所
不
包
、
是
以

足
爲
鞅
師
耳
。」
と
あ
る
。

【
原
文
】

『
呂
氏
春
秋
』
、
亦
春
秋
家
言
而
兼
存
典
章
者
也
［
注
一
］
。
當
互

見
於
「
春
秋
」
「
尙
書
」
、
而
猥
次
於
雜
家
、
亦
錯
誤
也
。
古
者

春
秋
家
言
、
體
例
未
有
一
定
、
自
孔
子
有
知
我
罪
我
之
說
［
注
二
］
、

而
諸
家
著
書
、
往
往
以
「
春
秋
」
爲
獨
見
心
裁
之
總
名
［
注
三
］

。

然
而
左
氏
而
外
、
鐸
椒
、
虞
卿
、
呂
不
韋
之
書
［
注
四
］、
雖
非
依

經
爲
文
、
而
宗
仰
獲
麟
之
意
、
觀
司
馬
遷
敍
「
十
二
諸
侯
年

表
」
、
而
後
曉
然
也
。
呂
氏
之
書
、
蓋
司
馬
遷
之
所
取
法
也
［
注
五
］
。

「
十
二
本
紀
」
、
倣
其
「
十
二
月
紀
」
、「
八
書
」
、
倣
其
「
八
覽
」
、

「
七
十
列
傳
」
、
倣
其
「
六
論
」
、
則
亦
微
有
所
以
折
衷
之
也
［
注
六
］
。

四
時
錯
舉
、
名
曰
「
春
秋
」
、
則
呂
氏
犹
較
虞
卿
、『
晏
子
春

秋
』
爲
合
度
也
。
劉
知
幾
譏
其
本
非
史
書
、
而
冒
稱
「
春
秋
」

［
注
七
］

、
失
其
旨
矣
。
其
合
於
章
程
、
已
具
論
次

、
不
復
置
論
。［
注
八
］

右
十
四
之
二
十
九
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【
訓
読
文
】

『
呂
氏
春
秋
』、
亦
た
春
秋
家
の
言
に
し
て
兼
ね
て
典
章
を
存

す
る
者
な
り
。
当
に
「
春
秋
」「
尚
書
」
に
互
見
す
べ
き
も
、

而
る
に
猥
り
に
雑
家
に
次
す
る
は
、
亦
た
錯
誤
な
り
。
古
は
春

秋
家
の
言
、
体
例
未
だ
一
定
有
ら
ず
、
孔
子
に
「
知
我
罪
我
」

の
説
有
り
て
自
り
、
諸
家
の
著
書
、
往
往
に
し
て
「
春
秋
」
を

以
て
独
見
心
裁
の
総
名
と
為
す
。
然
而
し
て
左
氏
而
外
、
鐸
椒
、

虞
卿
、
呂
不
韋
の
書
は
、
経
に
依
り
て
文
を
為
す
に
非
ざ
る
と

雖
も
、
而
る
に
宗
び
て
獲
麟
の
意
を
仰
ぐ
は
、
司
馬
遷
の
「
十

二
諸
侯
年
表
」
に
叙
す
る
を
観
て
、
而
る
後
に
曉
然
た
る
な
り
。

呂
氏
の
書
は
、
蓋
し
司
馬
遷
の
法
を
取
る
所
な
り
。「
十
二
本

紀
」
は
、
其
の
「
十
二
月
紀
」
に
倣
い
、「
八
書
」
は
、
其
の

「
八
覧
」
に
倣
い
、「
七
十
列
伝
」
は
、
其
の
「
六
論
」
に
倣
え

ば
、
則
ち
亦
た
微
か
に
以
て
之
を
折
衷
す
る
所
有
る
な
り
。
四

時
錯
挙
し
て
、
名
づ
け
て
「
春
秋
」
と
曰
え
ば
、
則
ち
呂
氏
猶

お
虞
卿
、『
晏
子
春
秋
』
に
較
べ
て
度
に
合
す
る
と
為
す
な
り
。

劉
知
幾 

其
の
本
よ
り
史
書
に
非
ざ
る
も
、
冒
し
て
「
春
秋
」

と
称
す
る
を
譏
る
は
、
其
の
旨
を
失
う
な
り
。
其
の
章
程
に
合
す

る
は
、
已
に
具
さ
に
論
次
す
れ
ば
、
復
た
論
を
置
か
ず
。

右
十
四
の
二
十
九

【
現
代
語
訳
】

『
呂
氏
春
秋
』
は
、
春
秋
家
の
言
説
で
あ
り
、
ま
た
制
度
法

令
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
六
芸
略
の
「
春
秋
」
類
と
「
尚

書
」
類
に
互
見
す
べ
き
で
あ
り
、
み
だ
り
に
雑
家
に
列
べ
る
の

は
誤
り
で
あ
る
。
古
に
お
い
て
春
秋
家
の
言
説
は
、
体
例
が
ま

だ
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
孔
子
に
「
己
を
知
り
罪
す
る
の
は
『
春

秋
』
で
あ
る
」
と
い
う
説
が
あ
っ
て
か
ら
、
諸
家
の
著
書
は
、

往
々
に
し
て
「
春
秋
」
を
独
自
の
見
解
、
判
断
を
ま
と
め
た
謂

い
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
左
氏
以
外
の
、
鐸
椒
、

虞
卿
、
呂
不
韋
の
書
が
、
経
文
に
よ
り
な
が
ら
文
章
を
な
す
体

裁
は
と
ら
な
い
も
の
の
、
獲
麟
の
意
を
お
お
も
と
と
し
て
仰
い

で
い
る
こ
と
は
、
司
馬
遷
が
「
十
二
諸
侯
年
表
」
に
述
べ
て
い

る
の
を
見
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
る
。
呂
氏
の
書
は
、
思
う
に
司

馬
遷
に
よ
っ
て
手
本
と
さ
れ
て
い
る
。「
十
二
本
紀
」
は
、
呂

氏
「
十
二
月
紀
」
に
倣
い
、「
八
書
」
は
、
呂
氏
「
八
覧
」
に

倣
い
、「
七
十
列
伝
」
は
、
呂
氏
「
六
論
」
に
倣
っ
て
お
り
、

『
史
記
』
に
は
『
呂
氏
春
秋
』
を
ひ
そ
か
に
折
衷
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
四
時
が
互
い
に
挙
げ
ら
れ
、
名
づ
け

て
「
春
秋
」
と
称
し
た
の
は
、
呂
氏
が
虞
卿
『
虞
氏
春
秋
』
や

『
晏
子
春
秋
』
と
比
べ
て
ち
ょ
う
ど
よ
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
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う
。
劉
知
幾
が
、『
呂
氏
春
秋
』
が
も
と
も
と
歴
史
書
で
は
な

い
の
に
、
み
だ
り
に
「
春
秋
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
す

る
の
は
、
そ
う
し
た
旨
を
見
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
呂
氏
春

秋
』
が
律
暦
度
量
衡
の
主
旨
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
詳
し
く
論
じ

た
の
で
、
こ
れ
以
上
述
べ
な
い
。

右
十
四
の
二
十
九

【
訳
注
】

一　

諸
子
略
雑
家
類
に
、「
呂
氏
春
秋
二
十
六
篇
」
と
し
て
著
録
さ
れ
、

班
固
自
注
に
「
秦
相
呂
不
韋
輯
智
略
士
作
。」
と
あ
る
。「
隋
志
」
は

子
部
雑
家
類
に
「
呂
氏
春
秋
二
十
六
卷
」
と
し
て
後
漢
高
誘
注
本
を

著
録
し
、
後
の
歴
代
の
目
録
も
ほ
ぼ
そ
れ
に
従
う
。
典
章
は
、
制
度

や
法
令
な
ど
の
文
書
を
指
す
。
そ
れ
ら
の
文
書
が
尚
書
類
に
著
録
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
鄭
樵
誤
校
漢
志
第
十
一
」

第
四
条
に
「
君
上
詔
誥
、
臣
下
章
奏
、
皆
『
尙
書
』
訓
誥
之
遣
。
後

世
以
之
攙
人
集
部
者
、
非
也
。
凡
典
章
故
事
、
皆
當
視
此
。」
と
見

え
る
。

二　
『
孟
子
』
滕
文
公
下
に
「
『
春
秋
』
、
天
子
之
事
也
。
是
故
孔
子
曰
、

『
知
我
者
、
其
惟
「
春
秋
」
乎
。
罪
我
者
、
其
惟
「
春
秋
」
乎
。』
」

と
あ
る
。

三　

独
見
は
、
独
自
の
見
解
、
一
家
言
。『
呂
氏
春
秋
』
制
楽
篇
に
「
故

禍
兮
福
之
所
倚
、
福
兮
禍
之
所
伏
、
聖
人
所
獨
見
、
衆
人
焉
知
其

極
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
文
史
通
義
』
釈
通
篇
に
も
「
若
鄭
氏
『
通

志
』
、
卓
識
名
理
、
獨
見
別
裁
、
古
人
不
能
任
其
先
聲
、
後
代
不
能

出
其
規
範
。」
と
見
え
る
。
心
裁
は
、
一
家
言
と
な
る
よ
う
な
認
識
。

『
文
心
雕
龍
』
原
道
篇
に
、「
莫
不
原
道
心
裁
文
章
、
硏
神
理
而
設

敎
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
章
学
誠
自
身
も
し
ば
し
ば
用
い
、
た
と
え

ば
、『
文
史
通
義
』
申
鄭
篇
に
、「（
鄭
樵
）
獨
取
三
千
年
來
遺
文
故

冊
、
運
以
別
識
心
裁
、
蓋
承
通
史
家
風
、
而
自
爲
經
緯
、
成
一
家
言

者
也
。」
と
あ
る
。

四　

本
章
第
四
節
を
参
照
。
ま
た
、「
和
州
誌
前
誌
列
傳
序
例
」
上
に
、

「
司
馬
遷
網
羅
散
失
、
采
獲
舊
聞
、
撰
爲
百
三
十
篇
、
以
紹
『
春
秋
』

之
業
。
其
於
衰
周
戰
國
所
爲
『
春
秋
』
家
言
、
如
晏
嬰
、
虞
卿
、
呂

不
韋
之
徒
、
皆
敍
錄
其

述
之
大
凡
、
緝
比
論
次
、
所
以
明
己
之

博
采
諸
家
、
折
衷
六
藝
、
淵
源
流
別
、
不
得
不
詳
所
自
也
。」
と
あ

り
、
原
注
に
「
『
晏
子
春
秋
』
、『
虞
氏
春
秋
』
、『
呂
氏
春
秋
』
、
皆
有

比
事
屬
辭
之
體
。
卽
當
時
『
春
秋
』
家
言
、
各
有
派
別
、
不
盡
春
王

正
月
一
體
也
。」
と
言
う
。

五　
『
史
記
』
が
『
呂
氏
春
秋
』
を
踏
ま
え
て
い
る
と
す
る
指
摘
は
、

す
で
に
『
文
心
雕
龍
』
に
見
え
、
史
伝
篇
に
「
漢
滅
嬴
項
、
武
功
積
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年
、
陸
賈
稽
古
、
作
『
楚
漢
春
秋
』
、
爰
及
太
史
談
、
世
惟
執
簡
、

子
長
繼
志
、
甄
序
帝
勣
。
比
堯
稱
典
、
則
位
雜
中
賢
、
法
孔
題
經
、

則
文
非
玄
聖
。
故
取
式
『
呂
覽
』
、
通
號
曰
紀
、
紀
綱
之
號
、
亦
宏

稱
也
。」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
清
晏
世
澍
「
太
史
公
本
紀
取
式
呂
覧

辨
」（『
沅
湘
通
藝
録
』
巻
二
所
収
）
に
「
按
『
呂
覽
』
凡
十
二
紀
、

八
覽
、
六
論
、
大
抵
據
儒
書
者
十
之
八
九
、
參
以
道
家
、
墨
家
之
書

理
者
十
之
一
二
、
二
十
餘
萬
言
、
頗
爲
有
識
者
所
推
重
、
蓋
不
韋
賓

客
之
所
集
也
。
觀
其
『
報
任
安
書
』
曰
、『
不
韋
遷
蜀
、
世
傳
「
呂

覽
」
。』
又
曰
、『
恨
私
心
有
所
未
盡
、
鄙
陋
沒
世
、
而
文
采
不

於

後
世
也
。』
言
爲
心
聲
、
自
比
如
此
、
豈
非
有
所
欣
羨
於
其
素
哉
。

以
此
知
劉
舍
人
之
言
爲
有
據
、
其
爲
取
式
無
疑
也
。」
と
あ
る
。

六　
「
永
清
県
誌
前
誌
列
伝
序
例
」
に
「
史
家

作
成
書
、
必
取
前
人

撰
述
、
匯
而
列
之
、
所
以
辨
家
學
之
淵
源
、
明
折
衷
之
有
自
也
。
司

馬
談
推
論
六
家
學
術
、
犹
是
莊
生
之
敍
禽
、
墨
、
荀
子
之
非
十
二
家

言
而
已
。
至
司
馬
遷
『
十
二
諸
侯
表
敍
』
、
則
於
呂
覽
、
虞
卿
、
鐸

椒
、
左
丘
明
諸
家
、
所
爲
『
春
秋
』
家
言
、
反
覆
推
明

書
之
旨
、

此
旣
百
三
十
篇
所
由
祖
述
者
也
。」
と
述
べ
、
ま
た
、
そ
の
原
注
に
、

「
史
遷
紹
述
『
春
秋
』
、
卽
虞
、
呂
、
鐸
、
左
之
意
、
人
譏
其
僭
妄
非

也
。」
と
あ
る
。

七　
『
史
通
』
六
家
篇
に
「
按
儒
者
之
說
春
秋
也
、
以
事
繫
日
、
以
日

繋
月
、
言
春
以
包
夏
、
舉
秋
以
兼
冬
、
年
有
四
時
、
故
錯
舉
以
爲
所

記
之
名
也
。
苟
如
是
、
則
晏
子
、
虞
卿
、
呂
氏
、
陸
賈
、
其
書
篇
第

本
無
年
月
、
而
亦
謂
之
春
秋
、
蓋
有
異
於
此
者
也
。」
と
述
べ
、
ま

た
、
題
目
篇
に
も
「
呂
陸
二
氏
、
各

一
書
、
唯
次
篇
章
、
不
繫

時
月
。
此
乃
子
書
雜
記
、
而
皆
號
曰
春
秋
。」
と
言
う
。

八　
「
補
校
漢
藝
文
志
第
十
」
八
節
な
ど
を
参
照
。『
校
讎
通
義
通
解
』

に
引
く
王
棻
『
校
讎
通
義
節
駁
』
に
「
案
『
呂
覽
』
寀
摭
百
家
、
兼

儒
墨
、
合
名
法
、
乃
雜
家
之
正
宗
、
劉
班
之
論
次
、
允
當
不
易
、
豈

若
『
鐸
氏
微
』
、『
虞
氏
微
傳
』
本
爲
『
春
秋
』
而
作
者
哉
。
劉
知
幾

譏
其
本
非
史
書
、
冒
稱
『
春
秋
』
、
其
言
良
是
。
藉
令
劉
班
徇
呂
氏

之
名
、
信
司
遷
之
說
、
存
章
氏
之
見
、
以
『
呂
覽
』
入
春
秋
、
互
見

尙
書
、
不
知
後
人
更
若
何
掊
擊
矣
。」
と
あ
る
。

【
原
文
】

「
淮
南
內
二
十
一
篇
」
［
注
一
］

、
本
名
爲
「
鴻
烈
解
」
、
而
止
稱

「
淮
南
」
、
則
不
知
爲
地
名
與
、
人
名
書
名
與
［
注
二
］
。
此

錄
之

苟

也
［
注
三
］

。
其
書
則
當
互
見
於
道
家
、
志
僅
列
於
雜
家
非
也
。

［
注
四
］
外
篇
不
傳
、
不
復
置
論
［
注
五
］

。

右
十
四
之
三
十

「文学部紀要」文教大学文学部30-1号　文教大学目録学研究会

（11）

－164－



【
訓
読
文
】

「
淮
南
内
二
十
一
篇
」
は
、
本
名
づ
け
て
「
鴻
烈
解
」
と
為

し
、
而
る
に
止
だ
「
淮
南
」
と
称
す
れ
ば
、
則
ち
地
名
為
る
か
、

人
名
書
名
た
る
か
を
知
ら
ず
。
此
れ
著
録
の
苟
簡
た
る
な
り
。

其
の
書
則
ち
当
に
道
家
に
互
見
す
べ
き
も
、
志
僅
か
に
雑
家
の

み
に
列
ぶ
る
は
非
な
り
。
外
篇
は
伝
わ
ら
ざ
れ
ば
、
復
た
論
を
置
か
ず
。

右
十
四
の
三
十

【
現
代
語
訳
】

「
淮
南
内
二
十
一
篇
」
は
、
も
と
も
と
「
鴻
烈
解
」
と
い
う

書
名
と
し
て
い
た
が
、
た
だ
「
淮
南
」
と
だ
け
称
す
る
と
、
地

名
で
あ
る
の
か
、
人
名
か
、
或
い
は
書
名
で
あ
る
か
が
わ
か
ら

な
い
。
こ
れ
は
著
録
の
粗
略
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
書
物
は
道
家
類
に
互
見
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、「
漢
志
」
が

わ
ず
か
に
雑
家
だ
け
に
列
べ
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
外
篇

は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
論
じ
な
い
。

右
十
四
の
三
十

【
訳
注
】

一　

諸
子
略
雑
家
類
に
「
淮
南
內
二
十
一
篇
」
と
し
て
著
録
さ
れ
、
班

固
自
注
に
「
王
安
」
と
あ
る
。「
隋
志
」
に
は
子
部
雑
家
類
に
「
淮

南
子
二
十
一
卷
」
と
し
て
、
許
慎
注
本
と
高
誘
注
本
の
二
本
が
著
録

さ
れ
て
い
る
。

二　

高
誘
「
淮
南
鴻
烈
解
序
」
に
、「
安
爲
辨
達
、
善
屬
文
。
…
…
天

下
方
術
之
士
多
往
歸
焉
。
於
是
遂
與
蘇
飛
、
夜
尙
、
左
吳
、
田
由
、

雷
被
、
毛
被
、
伍
被
、
晉
昌
等
八
人
、
及
諸
儒
大
山
、
小
山
之
徒
、

共
講
論
道
德
、
總
統
仁
義
、
而

此
書
。
其
旨
近
老
子
、
淡
泊
無
爲
、

蹈
虛
守
靜
、
出
入
經
道
。
言
其
大
也
、
則
燾
天
載
地
、
說
其
細
也
、

則
淪
於
無
垠
、
及
古
今
治
辭
存
亡
禍
福
、
世
閒
詭
異
瓌
奇
之
事
。
其

義
也

、
其
文
也
富
、
物
事
具
類
、
無
所
不
載
、
然
其
大
較
歸
之

於
道
、
號
曰
『
鴻
烈
』
。
鴻
、
大
也
、
烈
、
明
也
、
以
爲
大
明
道
之

言
也
。
…
…
光
祿
大
夫
劉
向
校
定
撰
具
、
名
之
『
淮
南
』
。
又
有
十

九
篇
者
、
謂
之
『
淮
南
外
篇
』
。」
と
述
べ
る
。

三　
「
辨
嫌
名
第
五
」
第
二
節
を
参
照
。

四　

文
廷
式
『
純
常
子
枝
語
』
巻
四
に
「
實
齋
『
校
讎
通
義
』
自
是
確

有
心
得
、
然
亦
有
過
于
求
深
而
不
可
從
者
。
如
謂
『
「
淮
南
鴻
烈
解
」
、

當
互
見
道
家
、
志
僅
列
于
雜
家
、
非
也
。』
余
謂
實
齋
若
以
『
淮
南

子
』
宗
述
虛
靜
、
旨
近
老
莊
、
宜
改
部
道
家
、
尙
足
自
成
一
義
、
若

與
雜
家
互
見
、
則
必
無
是
理
。
雜
家
者
流
、
兼
儒
墨
、
合
名
法
、
卽

道
家
亦
何
所
不
賅
、
若
可
專
指
一
家
、
豈
得
復
謂
之
雜
乎
。
若
必
使
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其
互
見
、
則
兼
儒
墨
、
合
名
法
者
、
又
可
盡
使
之
互
見
于
儒
家
、
墨

家
、
名
家
、
法
家
乎
。
此
特
好
爲
異
論
而
已
。」
と
あ
る
。

五　
「
漢
志
」
に
は
「
淮
南
內
二
十
一
篇
」
と
並
ん
で
「
淮
南
外
三
十

三
篇
」
が
著
録
さ
れ
、
顔
師
古
注
に
「
內
篇
論
道
、
外
篇
雜
說
。」

と
い
う
。
ま
た
、
注
二
「
高
誘
序
」
を
参
照
。「
隋
志
」
以
降
、
外

篇
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。

【
原
文
】

道
家
「
黃
帝
銘
六
篇
」
［
注
一
］
、
與
雜
家
「
荊
軻
論
五
篇
」
［
注
二
］
、

其
書
今
旣
不
可
見
矣
、
考
『
皇
覽
』
「
黃
帝
金
人
器
銘
」
［
注
三
］
、

及
『
皇
王
大
紀
』
所
謂
「
輿
几
之
箴
」
、「
巾
几
之
銘
」
［
注
四
］
、

則
六
篇
之
旨
、
可
想
見
也
［
注
五
］

。「
荊
軻
論
」
下
注
「
司
馬
相

如
等
論
之
」
、
而
『
文
心
雕
龍
』
則
云
「
相
如
屬
詞
、
始
讚
荊

軻
。」
［
注
六
］

是
五
篇
之
旨
、
大
抵
史
讚
之
類
也
。
銘
讚
頌
讚
有

韻
之
文
、
例
當
互
見
於
詩
賦
、
與
詩
賦
門
之
「
孝
景
皇
帝
頌
」

［
注
七
］
同
類
編
次
者
也
。「
孔
甲
盤
盂
二
十
六
篇
」
、
亦
是
其
類
。［
注
八
］

右
十
四
之
三
十
一

【
訓
読
文
】

道
家
の
「
黄
帝
銘
六
篇
」
と
、
雑
家
の
「
荊
軻
論
五
篇
」
と

は
、
其
の
書
今
既
に
見
る
可
か
ら
ず
、『
皇
覧
』
の
「
黄
帝
金

人
器
銘
」、
及
び
『
皇
王
大
紀
』
の
所
謂
「
輿
几
の
箴
」、「
巾

几
の
銘
」
を
考
う
れ
ば
、
則
ち
六
篇
の
旨
、
想
見
す
可
き
な
り
。

「
荊
軻
論
」
の
下
に
「
司
馬
相
如
等 

之
を
論
ず
」
と
注
し
、
而

し
て
『
文
心
雕
龍
』
則
ち
「
相
如 

詞
を
属
し
、
始
め
て
荊
軻

を
讚
す
」
と
云
え
ば
、
是
れ
五
篇
の
旨
、
大
抵
史
讚
の
類
な
り
。

銘
讚
頌
讚
の
有
韻
の
文
は
、
例
と
し
て
当
に
詩
賦
に
互
見
せ
し

め
、
詩
賦
の
門
の
「
孝
景
皇
帝
頌
」
と
類
を
同
じ
く
し
て
編
次

す
べ
き
者
な
り
。「
孔
甲
盤
盂
二
十
六
篇
」
も
、
亦
た
是
れ
其
の
類
な
り
。

右
十
四
の
三
十
一

【
現
代
語
訳
】

道
家
類
に
著
録
さ
れ
る
「
黄
帝
銘
六
篇
」
と
、
雑
家
類
に
著

録
さ
れ
る
「
荊
軻
論
五
篇
」
に
つ
い
て
、
書
物
は
今
で
は
も
う

見
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、『
皇
覧
』
の
「
黄
帝
金
人
器
の
銘
」、

及
び
『
皇
王
大
紀
』
の
所
謂
「
輿
几
の
箴
」、「
巾
几
の
銘
」
を

考
慮
す
れ
ば
、「
黄
帝
銘
六
篇
」
の
主
旨
も
、
想
像
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、「
荊
軻
論
」
の
下
に
「
司
馬
相
如
等
が
論

じ
た
」
と
注
し
、
ま
た
、『
文
心
雕
龍
』
に
は
「
相
如
が
言
葉

を
綴
り
、
始
め
て
荊
軻
を
讚
し
た
」
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
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「
漢
志
」
著
録
の
五
篇
の
主
旨
は
、
お
よ
そ
史
讚
の
類
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
銘
讚
や
頌
讚
と
い
っ
た
有
韻
の
文
は
、
体
例
と
し

て
詩
賦
に
互
見
さ
せ
、
詩
賦
略
の
「
孝
景
皇
帝
頌
」
と
分
類
を

同
じ
も
の
と
し
て
著
録
す
べ
き
で
あ
る
。「
孔
甲
盤
盂
二
十
六
篇
」

も
、
そ
の
類
で
あ
る
。

右
十
四
の
三
十
一

【
訳
注
】

一　

諸
子
略
道
家
類
に
「
黃
帝
銘
六
篇
」
と
し
て
著
録
さ
れ
る
。

二　

諸
子
略
雑
家
類
に
「
荊
軻
論
五
篇
」
と
し
て
著
録
さ
れ
、
班
固
自

注
に
「
軻
爲
燕
刺
秦
王
、
不
成
而
死
、
司
馬
相
如
等
論
之
。」
と
あ

る
。

三　
『
皇
覧
』
は
魏
文
帝
曹
丕
の
勅
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
類
書
。「
隋

志
」
に
百
二
十
巻
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
散
逸
し
、
章
学
誠

の
指
摘
は
、『
太
平
御
覧
』
文
部
銘
に
引
く
佚
文
に
拠
る
。

四　

宋
胡
宏
撰
『
皇
王
大
紀
』
五
帝
紀
黄
帝
軒
轅
氏
に
、「
鳳
凰
巢
阿
閣
、

麒
麟
遊
於
郊
、
犹
作
輿
几
之
箴
、
以
警
宴
安
、
作
金
几
之
銘
、
以
戒

逸
欲
。」
と
あ
る
。

五　

王
応
麟
『
漢
書
藝
文
志
考
証
』
に
「
『
皇
覽
』
記
陰
謀
、『
黃
帝
金

人
器
銘
、
武
王
問
尙
父
曰
、「
五
帝
之
誡
、
可
得
聞
歟
。」
尙
父
曰
、

「
黃
帝
之
戒
曰
、『
吾
之
居
民
上
也
、

恐
夕
不
至
朝
。』
故
爲
金

人
、
三
封
其
口
、
曰
古
之
愼
言
。」
』
蔡
邕
論
、
黃
帝
有
巾
機
之
法
。

皇
王
大
紀
曰
、『
黃
帝
作
輿
几
之
箴
、
以
警
宴
安
、
作
金
几
之
銘
、

以
戒
逸
欲
。』
『
黃
帝
內
傳
一
卷
』
序
云
、『
籛
鏗
得
之
於
衡
山
石
室

中
、
至
劉
向
校
書
見
之
、
遂
傳
于
世
。』
」
と
述
べ
ら
れ
、
ほ
ぼ
同
文

が
『
困
学
紀
聞
』
巻
十
に
も
見
え
る
。
ま
た
、
顧
実
『
漢
書
藝
文
志

講
疏
』
に
「
黃
帝
金
人
銘
、
見
於
荀
子
、
太
公
金
匱
、
劉
向
說
苑
、

黃
帝
巾
几
銘
、
見
於
路
史
。
是
六
銘
尙
存
其
二
也
。」
と
あ
る
。

六　

王
応
麟
『
漢
書
藝
文
志
考
証
』
に
「
文
章
緣
起
、
司
馬
相
如
作
荊

軻
讚
。
文
心
雕
龍
、
相
如
屬
詞
始
讚
荊
軻
。」
と
あ
る
。『
文
心
雕

龍
』
頌
讃
篇
に
「
至
相
如
屬
筆
、
始
讚
荊
軻
。
及
遷
史
固
書
、
託
讚

褒
貶
。
約
文
以
總
錄
。
頌
體
以
論
辭
、
又
紀
傳
後
評
、
亦
同
其
名
。

而
仲
治
流
別
、
謬
稱
爲
述
、
失
之
遠
矣
。」
と
あ
り
、
劉
師
培
は

『
左
庵
文
論
』
に
「
『
漢
書
』
藝
文
志
雜
家
有
『
荊
軻
論
五
篇
』
、
班

固
原
注
曰
、『
軻
爲
燕
刺
秦
王
、
不
成
而
死
、
司
馬
相
如
等
論
之
。』

彥
和
之
言
、
當
本
於
此
。
惟
究
爲
論
爲
贊
、
今
不
可
考
。
或
卽
如

『
後
漢
書
』
之
論
、
而
在
司
馬
相
如
時
、
尙
稱
爲
贊
耶
。」
と
述
べ
る
。

七　

詩
賦
略
孫
卿
賦
類
に
「
李
思
孝
景
皇
帝
頌
十
五
篇
」
と
し
て
著
録

さ
れ
る
。

八　

諸
子
略
雑
家
類
に
「
孔
甲
盤
盂
二
十
六
篇
」
と
し
て
著
録
さ
れ
、
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班
固
自
注
に
「
黃
帝
之
史
、
或
曰
夏
帝
孔
甲
、
似
皆
非
。」
と
あ
る
。

『
校
讎
通
義
通
解
』
所
引
王
棻
『
校
讎
通
義
節
駁
』
に
「
案
書
名
爲

論
、
未
必
有
韻
、
班
馬
史
贊
、
王
褒
『
聖
主
得
賢
臣
頌
』
亦
皆
無
韻
、

『
雕
龍
』
所
謂
贊
者
不
過
贊
揚
之
義
、
安
知
其
必
有
韻
邪
。
且
正
使

有
韻
、
卽
謂
當
互
見
詩
賦
、
是
『
易
』
象
傳
皆
有
韻
、
亦
當
互
見
詩

經
耶
。
章
氏
徒
狃
互
見
之
說
、
毋
乃
專
尙
鉤
釽
析
辭
耶
。」
と
あ
る
。

【
原
文
】

農
家
託
始
神
農
、
遺
敎
緖
言
［
注
一
］
、
或
有
得
其
一
二
、
未
可

知
也
［
注
二
］
。『
書
』
之
「
無
逸
」
、『
詩
』
之
「
豳
風
」
、『
大
戴

記
』
之
「
夏
小
正
」
、『
小
戴
記
』
之
「
月
令
」
、『
爾
雅
』
之

「
釋
草
」
、『
管
子
』
之
「
牧
民
」
篇
、『
呂
氏
春
秋
』
「
任
地
」

諸
篇
、
俱
當
用
裁
篇
別
出
之
法
、
冠
於
農
家
之
首
者
也
。［
注
三
］

「
神
農
」
、「
野
老
」
之
書
、
卽
難
憑
信
、
故
經
言
不
得
不
詳
［
注
四
］
。

右
十
四
之
三
十
二

【
訓
読
文
】

農
家 

始
め
を
神
農
に
託
し
、
遺
教
緒
言
、
或
い
は
其
の
一

二
を
得
る
有
る
も
、
未
だ
知
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。『
書
』
の

「
無
逸
」、『
詩
』
の
「
豳
風
」、『
大
戴
記
』
の
「
夏
小
正
」、

『
小
戴
記
』
の
「
月
令
」、『
爾
雅
』
の
「
釈
草
」、『
管
子
』
の

「
牧
民
」
の
篇
、『
呂
氏
春
秋
』
の
「
任
地
」
の
諸
篇
は
、
俱
に

当
に
裁
篇
別
出
の
法
を
用
い
て
、
農
家
の
首
に
冠
す
べ
き
者
な

り
。「
神
農
」、「
野
老
」
の
書
は
、
即
ち
憑
り
て
信
じ
難
く
、
故
に
経
言
詳
ら

か
に
せ
ざ
る
を
得
ず
。

右
十
四
の
三
十
二

【
現
代
語
訳
】

農
家
は
そ
の
創
始
を
神
農
に
託
し
て
お
り
、
先
人
の
教
え
や

緒
言
に
つ
い
て
、
一
つ
二
つ
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。『
書
』
の
「
無
逸
」

篇
、『
詩
』
の
「
豳
風
」、『
大
戴
記
』
の
「
夏
小
正
」
篇
、『
小

戴
記
』
の
「
月
令
」
篇
、『
爾
雅
』
の
「
釈
草
」
篇
、『
管
子
』

の
「
牧
民
」
篇
、『
呂
氏
春
秋
』
の
「
任
地
」
篇
と
い
っ
た
諸

篇
は
、
み
な
裁
篇
別
出
の
法
に
よ
っ
て
、
農
家
の
は
じ
め
に
置

く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
著
録
さ
れ
る
「
神
農
」、「
野
老
」
の
書
は
、

依
拠
し
難
い
も
の
な
の
で
、
経
書
の
中
の
言
葉
を
詳
し
く
見
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
あ
る
。

右
十
四
の
三
十
二
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【
訳
注
】

一　

緒
言
は
論
の
発
端
と
な
る
言
説
。『
荘
子
』
漁
父
篇
に
「
孔
子
曰
、

『
曩
者
先
生
有
緖
言
而
去
。』
」
と
あ
り
、『
経
典
釈
文
』
に
「
緖
言
犹

先
言
也
。」
と
言
う
。
ま
た
、
成
玄
英
の
疏
に
は
「
緖
言
、
餘
論
也
。」

と
あ
る
。

二　

諸
子
略
農
家
に
は
九
家
百
一
十
四
篇
を
著
録
し
、
序
文
に
「
農
家

者
流
、
蓋
出
於
農
稷
之
官
。
播
百
穀
、
勸
耕
桑
、
以
足
衣
食
、
故
八

政
一
曰
食
、
二
曰
貨
。
孔
子
曰
『
所
重
民
食
』
、
此
其
所
長
也
。
及

鄙
者
爲
之
、
以
爲
無
所
事
聖
王
、
欲
使
君
臣
竝
耕
、
誖
上
下
之
序
。」

と
述
べ
る
。
農
家
類
の
冒
頭
に
「
神
農
二
十
篇
」
を
著
録
し
、
班
固

自
注
に
「
六
國
時
、
諸
子
疾
時
怠
於
農
業
、
道
耕
農
事
、
託
之
神

農
。」
と
あ
り
、
ま
た
、
顔
師
古
注
に
引
く
『
別
録
』
佚
文
に
「
疑

李
悝
及
商
君
所
說
。」
と
あ
る
。
王
応
麟
『
漢
書
藝
文
志
考
証
』
は
、

諸
家
に
神
農
の
言
葉
が
し
ば
し
ば
引
か
れ
て
い
る
例
を
挙
げ
、『
淮

南
子
』
修
務
訓
の
「
世
俗
之
人
、
多
尊
古
而
賤
今
、
故
爲
道
者
必
託

之
於
神
農
黃
帝
、
而
後
能
入
說
。」
の
一
文
を
引
い
て
い
る
。
馬
国

翰
に
よ
る
輯
本
が
あ
る
。

三　

文
廷
式
『
純
常
子
枝
語
』
巻
四
に
「
余
按
今
時
實
齋
所
見
者
僅
此
、

若
漢
時
古
籍
具
存
、
其
言
農
事
者
當
數
倍
于
此
、
必
皆
裁
篇
別
出
、

務
求
詳
盡
、
則
近
于
類
書
、
非
目
錄
家
之
學
也
。」
と
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
王
重
民
氏
は
、「
章
學
誠
使
互

別
裁
方
法

到
處
滿
天
飛
、
自
然
會
喪
失
『
顯

專
篇
、
明
標
義
類
』
的
意
義
、

流
于
他
自
己
所
反
對
的
爲
『
類
書
纂
輯
之
所
爲
、
而
非

錄
源
流

之
所
貴
也
』
。」
と
述
べ
て
い
る
。

四　

冒
頭
の
「
神
農
二
十
篇
」
に
並
べ
て
、「
野
老
十
七
篇
」
を
著
録
し
、

班
固
自
注
に
「
六
國
時
、
在
齊
楚
閒
。」
と
見
え
、
ま
た
応
劭
注
に

「
年
老
居
田
野
、
相
民
耕
種
、
故
號
野
老
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
文

心
雕
龍
』
諸
子
篇
に
「
野
老
治
國
於
地
利
。」
と
述
べ
る
。「
隋
志
」

以
降
、
後
世
の
目
録
に
は
見
え
な
い
。

【
原
文
】

小
說
家
［
注
一
］

之
「
周
考
七
十
六
篇
」
、「
靑
史
子
五
十
七
篇
」
、

其
書
雖
不
可
知
、
然
班
固
注
『
周
考
』
、
云
「
考
周
事
也
」
、
注

「
靑
史
子
」
、
云
「
古
史
官
紀
事
也
」
［
注
二
］
、
則
其
書
非
「
尙
書
」

所
部
、
卽
「
春
秋
」
所
次
矣
。
觀
『
大
戴
記
』
保
傅
篇
、
引
靑

史
氏
之
記
［
注
三
］

、
則
其
書
亦
不
儕
於
小
說
也
［
注
四
］

。

右
十
四
之
三
十
三

【
訓
読
文
】

小
説
家
の
「
周
考
七
十
六
篇
」、「
青
史
子
五
十
七
篇
」、
其

章学誠『校讎通義』訳注（八）巻三「漢志諸子第十四」（下）

（16）

－159－



の
書
知
る
可
か
ら
ず
と
雖
も
、
然
る
に
班
固 

『
周
考
』
に
注
し

て
、「
周
事
を
考
う
る
な
り
」
と
云
い
、「
青
史
子
」
に
注
し
て
、

「
古
の
史
官 
事
を
紀
す
な
り
」
と
云
え
ば
、
則
ち
其
の
書 

『
尚

書
』
に
部
す
る
所
に
非
ず
ん
ば
、
即
ち
「
春
秋
」
に
次
す
る
所

な
り
。『
大
戴
記
』
保
傅
篇
の
、
青
史
氏
の
記
を
引
く
を
観
れ

ば
、
則
ち
其
の
書 
亦
た
小
説
に
儕
ば
ざ
る
な
り
。

右
十
四
の
三
十
三

【
現
代
語
訳
】

小
説
家
に
著
録
さ
れ
る
「
周
考
七
十
六
篇
」、「
青
史
子
五
十

七
篇
」
は
、
そ
の
書
物
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ

ど
、
班
固
が 

『
周
考
』
の
書
に
注
を
附
し
て
、「
周
の
事
を
考

え
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
青
史
子
」
の
書
に
注
を
附
し

て
、「
古
の
史
官
が
事
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
書
は
「
尚
書
」
類
に
分
類
す
る
の
で
な

け
れ
ば
、「
春
秋
」
類
に
列
べ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。『
大
戴
記
』
保
傅
篇
が
、
青
史
氏
の
記
述
を
引
用
し
て

い
る
の
を
見
る
と
、
こ
の
書
は
小
説
類
に
列
ぶ
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
の
で
あ
る
。

右
十
四
の
三
十
三

【
訳
注
】

一　

諸
子
略
小
説
家
に
は
十
五
家
千
三
百
八
十
篇
を
著
録
し
、
そ
の
序

文
に
「
小
說
家
者
流
、
蓋
出
於
稗
官
。
街
談
巷
語
、
道
聽
塗
說
者
之

所
造
也
。
孔
子
曰
『
雖
小
道
、
必
有
可
觀
者
焉
、
致
遠
恐
泥
、
是
以

君
子
弗
爲
也
。』
然
亦
弗
滅
也
。
閭
里
小
知
者
之
所
及
、
亦
使
綴
而

不
忘
。
如
或
一
言
可
采
、
此
亦
芻
蕘
狂
夫
之
議
也
。」
と
あ
る
。

二　

諸
子
略
小
説
家
に
、「
周
考
七
十
六
篇
」
と
し
て
著
録
さ
れ
、
班

固
自
注
に
「
考
周
事
也
」
と
あ
る
。
張
舜
徽
『
漢
書
藝
文
志
通
釈
』

は
「
此
云
『
周
考
』
、
犹
言
叢
考
也
。
周
乃
周
遍
、
周
普
無
所
不
包

之
意
。」
と
述
べ
る
。
ま
た
「
靑
史
子
五
十
七
篇
」
と
し
て
著
録
さ

れ
、
班
固
自
注
に
「
古
史
官
紀
事
也
。」
と
あ
る
。
二
書
い
ず
れ
も

「
隋
志
」
以
降
の
目
録
に
は
著
録
さ
れ
な
い
が
、「
隋
志
」
子
部
小
説

類
に
著
録
す
る
「
燕
丹
子
一
卷
」
の
注
に
「
梁
有
靑
史
子
一
卷
」
と

あ
る
。
馬
国
翰
、
魯
迅
な
ど
に
よ
る
輯
本
が
あ
る
。

三　
『
大
戴
礼
』
保
傅
篇
に
、「
靑
史
氏
之
記
曰
、『
古
者
胎
敎
、
王
后

腹
之
、
七
月
而
就
宴
室
、
太
史
持
銅
而
御
戶
左
、
太
宰
持
斗
而
御
戶

右
。
比
及
三
月
者
、
王
后
所
求
聲
音
非
禮
樂
、
則
太
師
縕
瑟
而
稱
不

習
、
所
求
滋
味
者
非
正
味
、
則
太
宰
倚
斗
而
言
曰
、
不
敢
以
待
王
太

子
。
太
子
生
而
泣
、
太
師
吹
銅
曰
、
聲
中
其
律
。
太
宰
曰
、
滋
味
上

某
。』
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
文
心
雕
龍
』
諸
子
篇
に
「
逮
及
七
國
力
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政
、
俊
乂
𦅜
起
。
孟
軻
膺
儒
以
磬
折
、
莊
周
述
道
以
翺
翔
、
墨
翟
執

儉
確
之
敎
、
尹
文
課
名
實
之
符
、
野
老
治
國
於
地
利
、
騶
子
養
政
於

天
文
、
申
商
刀
鋸
以
制
理
、
鬼
谷
脣
吻
以
策
勳
、
尸
佼
兼
總
於
雜
述
、

靑
史
曲
綴
以
街
談
、
承
流
而
枝
附
者
、
不
可
勝
算
、
竝
飛
辯
以
馳
術
、

饜
祿
而
餘
榮
矣
。」
と
述
べ
る
。

四　

魯
迅
は
「
遺
文
今
存
三
事
、
皆
言
禮
、
亦
不
知
當
時
何
以
入
小

說
。」
と
述
べ
て
い
る
（『
古
今
小
説
史
略
』）。

章学誠『校讎通義』訳注（八）巻三「漢志諸子第十四」（下）
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